
Application Note

MT8870A IQデータの取得
ユニバーサルワイヤレステストセット MT8870A

はじめに
このアプリケーションノートでは、CombiView SRW appletを使用してIQデータを取得し、分析のためにアンリ
ツに送信していただく方法を説明します。
図1の例のように、パケットを取得できてもEVMの結果が得られない場合に、分析のためIQデータの送信が必要に
なる場合があります。

図1. EVM Data Not Generated

IQデータを取得する前に
1. �“Power Level”設定が正しいことを確認します。パワーレベルは、MT8870Aが測定を行うパワーを示します。 

DUT TXパワーからDUTとMT8870A間のパスロスを差し引いたパワーに設定する必要があります。 
［Auto Level］をクリックすると、DUTから送信されるデータに適したパワーレベルに自動的に設定されます。

2. DUTから送信されるデータに関して周波数が正しいことを確認します。

3. �無線規格が“WLAN OFDM Auto-ID”または“WLAN 802.11ac”に設定されている場合は、“Full Mask Enable”
の選択をオフにします。手順は次のとおりです。
（1） CombiView設定フレームの一番下にスクロールします。
（2） “Spectral Profile Settings”セクションを展開します。
（3） “Full Mask Enable”のチェックマークを外します。
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図2. Full Mask Enable Setting

4. “Run once”を選択しパケットをキャプチャします。

図3. Start Measurement

IQデータの取得
1. “Tools” ＞ “Diagnostics” ＞ “Download IQ Data”をクリックします。

2.［Save］をクリックし、.txtファイルを適切な場所に保存します。

3. ファイルを開き、下図の例のように取得情報およびIQデータが含まれていることを確認します。

図4. IQ Data

4. 分析のため、ファイルをアンリツに送信してください。


